
　今号は、UR都市機構の前身である日本住宅公
団から50有余年にわたって取り組んできた住宅
団地の目指すべき方向について特集しました。

戦後の住宅難に対応した大量の住宅供給と新し

い生活様式の提案、そして大都市圏の郊外での

大規模ニュータウンづくり、それらは公的機関

として果たすべき時代のニーズに応える事業で

もありました。

　しかし住宅の量的な充足が見られる現在、そ

れらの資産を今後どう生かし、さらに優れた住

環境と良質の住空間、そして豊かなコミュニテ

ィを再創造していくか、UR都市機構に与えられ
た重大な課題と方策を探りました。

　ご高覧ご高評いただければ幸いです。
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《表紙の風景》

コンフォール上倉田
（神奈川県横浜市戸塚区）

　400年の歴史の東海道戸塚
宿、いまは横浜の副都心戸塚。

柏尾川プロムナードに面し

たコンフォール上倉田は洗

練された環境で人気の高い

団地です。春は見事な桜並木

が連なり、桜の名所となって

賑わいます。市営地下鉄ブル

ーライン、JR東海道線・横須
賀線の戸塚駅にも近く、駅前

都市整備も進んでいます。

　2月1日（金）、東京・大手町サンケイプラザにて借入金融機関、債

券投資家、アナリスト等を対象に投資家等説明会を開催しました。

ＵＲ都市機構では年2回、定期的に説明会を開催しており、今回は

約70社110名の参加がありました。

　今回の説明会では、平成19年度計画及び見込み・経営改善計画の

進捗状況などとともに、独立行政法人整理合理化計画、ＵＲ賃貸住

宅ストック再生・再編方針について説明を行いました。

　ＵＲ都市機構の経営に関する事

項に関しては金融機関等

から常に注目を集めてい

ます。今後も社会の要請に

応えるため、投資家等説明

会をはじめとして、ＩＲ活

動を一層充実させていき

たいと考えています。

　3月15日（土）、越谷レイクタウンでは、地区を横断するJR武蔵野線

に地区名と同一名称の新駅が開業しました。大きなガラス面を通し

て広大な調節池を眺めることができる高架構造の駅は、水辺空間と

都市空間が融合したこの地区にふさわしいものとなっています。

　3月30日（日）、JR横浜線中山駅から、港北ニュータウンを経て、

東急東横線日吉駅に至る全長13kmを約21分で結ぶ新線グリーン

ラインが開通しました。港北ニュータウンの足がさらに充実、今後

の一層の発展が期待されています。


